
平
成
二
十
九
年
三
月
九
日
提
出

質

問

第

一

一

六

号

教
育
研
究
機
関
に
お
け
る
国
連
決
議
履
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

原

仁
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教
育
研
究
機
関
に
お
け
る
国
連
決
議
履
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
三
月
に
採
択
さ
れ
た
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事
会
決
議
第
二
二
七
〇
号
一
七
の
規
定
は
、
全
て
の
国
連
加
盟

国
が
自
国
領
域
内
で
、
北
朝
鮮
国
民
へ
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
寄
与
し
得
る
分
野
の
専
門
教
育
又
は
訓
練
を
防
止
す
る
と
決

定
し
、
禁
止
対
象
と
し
て
応
用
物
理
学
、
応
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
関
連
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
科

学
、
地
理
空
間
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
、
原
子
力
工
学
、
航
空
宇
宙
工
学
、
航
空
工
学
並
び
に
関
連
分
野
を
例
示
し
た
。
同
年
十
一

月
に
採
択
さ
れ
た
安
保
理
決
議
第
二
三
二
一
号
一
〇
の
規
定
は
、
先
端
の
材
料
科
学
、
化
学
工
学
、
機
械
工
学
、
電
気
工
学
及

び
産
業
工
学
を
追
加
で
例
示
し
、
「
こ
れ
ら
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
」
と
し
た
。

平
成
二
十
八
年
五
月
十
二
日
に
開
か
れ
た
衆
議
院
拉
致
問
題
特
別
委
員
会
で
、
本
職
の
質
問
に
対
し
、
義
�
弘
介
文
部
科
学

副
大
臣
は
、
「
国
立
大
学
法
人
に
お
け
る
教
員
の
採
用
に
つ
い
て
は
、
教
育
研
究
実
績
に
鑑
み
、
各
大
学
の
責
任
と
判
断
で
行

わ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
関
係
機
関
か
ら
の
情
報
が
行
わ
れ
、
例
え
ば
国
家
の
安
全
保
障
の
観
点
で
考
慮
が
必
要
な
場
合

に
は
、
必
要
な
対
応
が
と
ら
れ
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。
ま
た
高
木
陽
介
経
済
産
業
副
大
臣
は
、

「
経
産
省
と
し
て
も
、
文
科
省
と
協
力
し
て
、
大
学
並
び
に
研
究
機
関
に
対
し
て
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
含
め
て
輸
出
管
理
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
普
及
啓
発
活
動
を
こ
れ
ま
で
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
御
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
し
、
今
後
、

一



文
科
省
と
協
力
し
て
、
採
用
時
に
よ
り
慎
重
な
経
歴
な
ど
の
確
認
を
す
る
よ
う
、
大
学
等
へ
の
働
き
か
け
を
さ
ら
に
強
化
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
答
弁
し
た
。

し
か
る
に
国
内
の
教
育
研
究
機
関
に
、
安
保
理
決
議
で
禁
止
さ
れ
た
分
野
を
研
究
す
る
在
日
朝
鮮
人
研
究
者
が
複
数
在
籍
し

て
い
る
。

そ
こ
で
お
尋
ね
す
る
。

一

政
府
は
安
保
理
決
議
を
履
行
し
、
我
が
国
領
域
内
で
北
朝
鮮
国
民
へ
の
核
・
ミ
サ
イ
ル
開
発
に
寄
与
し
得
る
分
野
の
専
門

教
育
又
は
訓
練
を
防
止
す
る
か
。

二

防
止
す
る
と
し
た
ら
、
い
つ
ま
で
に
、
い
か
な
る
施
策
を
講
じ
る
か
。

三

も
し
防
止
し
な
い
と
す
る
な
ら
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


